
　本誌では、対談記事や訪問診療の取
り組み等で、たびたび登場いただいて
いる長縄拓哉先生。その長縄先生を技
術面・ソフト面でサポートする野田真一
さんと、長年義歯製作に携わって来ら
れた歯科技工士の吉田泰之さんに、デ
ジタルデンチャーの取り組みや今後の
展開などについて、お話を伺いました。

－－野田さんが歯科業界に関心を持た
れた理由をお聞かせください
野田　父が歯科技工士だった影響で、
私も歯科技工士を目指していました。
実は学校ではかなり優秀な方で（笑）、
将来“できる歯科技工士”になるため勉
学に励んでいましたが、ある時アルバ
イト先の歯科技工所（ラボ）の社長から
「この業界は技術がいくらあっても報わ
れない。君は優秀なのだから、違う道
に進んだ方がいい」と、衝撃のアドバイ
スをもらったんです。その方は、歯科
技工の腕も高く素晴らしい人格者でも
あったので、その助言を素直に聞き入
れ、2年生になる前に退学しました。

　その後、起業してシステム開発やク
ラウド事業に携わり、ある程度軌道に
も乗ってきました。ただ、私の中では、
道半ばだった歯科技工に加えて、訪問
看護という分野にも強い関心を持って
いました。それは、十分な看護を受け
られずに亡くなった祖母への想いが影
響しています。そして「歯科技工と訪問
看護に貢献していきたい」という気持ち
が日増しに強くなっていったのです。

－－それでラボを設立されたわけですね
野田　私が構想した歯科技工のビジネ
スモデルが国の認定を得られて、「神様
が“やってみろ”と後押ししてくれてい
る」と感じました。その時期に共通の知
人を通じて、長縄拓哉先生と知り合い
ました。長縄先生は、当時すでに訪問
診療や遠隔診療に精力的に取り組まれ
ていて、私の考えにも賛同してくださ
り、すぐに意気投合しました（笑）。さ
らに、富山で開業されている山崎史晃
先生にも、この頃初めてお会いしてい
ます。

－－長縄先生は訪問診療や遠隔診療、
山崎先生といえばデジタルデンチャー
に注力されていますね
野田　そうなんです。ラボ開設にあ
たって、ITを活用した仕組みはある程
度イメージできていましたが、特にデ
ジタルデンチャーは当時全く知識がな
かったので、富山まで伺い山崎先生か
らレクチャーを受けることにしました。

－－デジタルデンチャーを初めて体感
されて、いかがでしたか
野田　「コレや！」って直感しました。
山崎先生のレクチャーを聞いたのは、
ラボ開設の半年ほど前でしたが、それ
からデジタルデンチャー路線に振り切
りました。導入する器械類も山崎先生
のアドバイスをもとに揃えていきまし
た。ラボの場所も決まり、器材も決まっ
ていく中で、唯一決まっていなかった
のが「人」でした。そこで以前通ってい
た歯科技工士学校の先生に相談して、
吉田泰之さんを紹介してもらいまし
た。吉田さんはその学校で非常勤講師

デジタルデンチャーを足がかりに
歯科技工の課題解決に力を注ぐ

大阪府堺市 オーガイホールディングス株式会社
代表取締役社長　野田 真一　歯科技工士　吉田 泰之 　

ラボ内にはデジタルデンチャー製作に必要な
器材が並ぶ。壁には長縄先生作の絵も見える。

歯科用CAD装置「カタナシステム」を使って義
歯のデザインを行う。

3Dプリンターで試適用の義歯をプリントし
たところ。
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をされながら個人でラボも経営されて
いましたが、私のオファーを快く受け
てくださり、現在の体制が整いました。

－－吉田さんはデジタルデンチャーの
経験をお持ちだったのでしょうか
吉田　全く未経験でしたが、野田さん
にお会いした瞬間に、「この人と仕事す
ることになるな」という予感がしました
（笑）。最初は右も左もわからない状態
で、CADソフトを触り始めました。そ
の当時は周りにわかる人が全然いなく
て、メーカーに聞いても「デンチャーは
わかりません。エラーが起きたら逆に
教えてください」という感じでしたね。
そこで私も山崎先生が主宰されている
スタディグループなどで勉強しながら、
ひたすら触ることで徐々に覚えていっ
たというのが正直なところです。

－－デジタルデンチャーを成功に導く
ポイントは何でしょう
吉田　「根気」の一言に尽きますね。デ
ジタル機器はどうしても何かの拍子に
エラーが出ることがありますから、そ
こで諦めてしまうと先に進めません。
提携する歯科医院がギブアップされな
いように、常にいろんな解決策を提供
できる引き出しの準備は怠らないよう

にしています。ただ、いつも先生方に
はできるだけ精巧な印象を採っていた
だけるようお願いしています。印象の
精度が高ければ、適合が格段に良くな
ることは、ほぼ間違いありませんので。

－－“医療MaaS”とはどのように繋
がっていったのでしょう
野田　長縄先生とタッグを組む中で、
「義歯製作と納品にかかるリードタイム
をいかに短縮できるか」という課題に直
面しました。印象は IOSで即座に採得
できても、義歯を出力する3Dプリン
ターがラボにあると、（義歯の）輸送に
時間を要してしまいます。そこで“医療

MaaS”に着目し、長縄先生のご縁で、
医療MaaSに造詣の深い木下水信先生
と知遇を得ることができました。その
後急ピッチで話が進み、今年初めの「移
動型歯科クリニック」の出展へと繋がり
ました。現在は、牽引式のキャンピン
グトレーラーを購入し、現地でデジタ
ルデンチャーが完結できる仕様へのカ
スタマイズも完了。全国各地で開催さ
れるイベント等に出展し、実運用に向
けた告知活動を行っているところです。

－－今後の展望をお聞かせください
吉田　私みたいな歯科技工士が増えて

くれればいいなと思っています。今の
ところ長く続けることが難しい業界だ
と思いますから、途中で諦めずにずっ
と働けるような環境と、それに見合っ
た魅力ある歯科技工士像を、今後は広
めていきたいと思っています。
野田　デジタル化が進む一方で、その
流れに取り残されたラボは淘汰されてし
まいます。それを何とかして防ぎたいん
です。具体的には、私たちが持つデジタ
ル設備を時間貸しのようなスタイルで、
設備が持てないラボさんに使っていただ
く。そうすれば設備投資が難しいラボさ
んでも、デジタル化の波に対応すること
ができます。他には技工経験は浅いけど
デジタルに強い若手と、デジタルは苦手
でも高い技工技術を持つベテランさんが
バディを組むビジネスモデルも検討中で
す。デジタルを活用すれば場所を問いま
せんから、可能性は無限に広がります。

プリントされた試適用義歯のスプルーを根元
から1本ずつカットしていく。

排列を確認しながら、歯肉形成を行う地道な
作業。デジタルとはいえ、アナログの知識や
技術は必要不可欠となる。

「義歯製作には咬合理論と技工理論に加え、セ
ンスも大切な要素です」と吉田さんと野田さ
ん。

　私は口腔外科出身で、実は義歯はあまり得意ではあり
ません。ですから、これまで歯科技工士さん任せなとこ
ろがありました。その歯科技工士さんが減り続ける現状
は、ある意味私にとっても死活問題なのです。日々、訪
問診療に取り組む中で、チャレンジしたいことはたくさ

んありますが、私一人の力では、何も成し遂げられませ
ん。野田さんや吉田さんの知識と技術が合わさることで、
医療MaaSやデジタルデンチャーなどは、加速度的に歩
みを進めています。今後も引き続きお二人の力を借りな
がら、活動の範囲を広げていきたいと考えています。

長縄拓哉先生からひとこと

キャンピングトレーラーを歯科医療MaaS仕様
に仕上げた「O-Gai」。「O-Gai（オーガイ）」は社
名と同じく、作家であり軍医でもあった森鴎外
にちなんで命名された。
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